
日・中・台の商標制度比較_2022年12月2日現在(JPDS ブランディング部)

日本 中国 台湾 備考

使用言語/文字 日本語 簡体字 繁体字

マドプロ加盟 ○ ○ ×

パリ条約 ○ ○ × 相互主義により、台湾への優先権主張は可能。

独自類似群コード あり あり あり

独自図形分類
あり

（ウィーン分類を国内用に細分化したもの）

あり

（ウィーン分類を国内用に細分化したもの）

あり

（ウィーン分類とは全く異なる）

実体審査 あり あり あり

アルファベット２文字の識別力 なし
識別力なし

(使用による識別力獲得で登録できる場合がある)
記述的商標でなければ、原則識別力あり 標準的な文字の場合で図案化されたものは除く。

相対的拒絶理由の審査 あり あり あり 相対的拒絶理由：他社商標等との類否などの審査。

FA期間

（2021年）
約6～8か月 約4か月 約5か月 FA期間：出願してから最初の審査結果が届くまでの期間。

拒絶査定までの流れ 審査→拒絶理由通知→拒絶査定 審査→拒絶査定→不服審判 審査→拒絶理由通知→拒絶査定

異議種類 付与後異議 付与前異議 付与後異議
台湾においては、異議制度廃止の議論がある。

改正するかどうかは未定。

異議期限 登録公報発行日から2月 公告日から3月 登録公報発行日から3月

存続期間 登録から10年 登録から10年 登録から10年

更新 10年毎 10年毎 10年毎

不使用取消審判対象になる期間 3年以上不使用 3年以上不使用 3年以上不使用

侵害訴訟における懲罰的損害賠償 認められない 認められる 認められる

年間出願件数(2021年） 184,631件 約7,739,000件 95,917件

その他

台湾では、「民国紀元」という、日本でいう

和暦のような暦が使用されている。

たとえば「108/09/16 」で「2019年9月

16日」の意味になる


